
一般質問

問 新 町 政 と な り 、 行 政

改 革 と 公 約 を 含 め た 達成 度 や 進 捗 状 況 は 。町 長

「 く ん ね っ ぷ を 守

る ６ つ の 政 策 」 を 基 本的 方 針 と し て 、 子 ど も医 療 費 助 成 を 高 校 生 まで 拡 大 、 農 業 者 支 援 、物 価 高 騰 対 策 な ど を 進め て い る 。
問 農 業 者 支 援 で 、 後 継

者 支 援 は も ち ろ ん で ある が 、 人 口 の 増 加 対 策と し て 新 規 就 農 者 へ の積 極 的 な 推 進 の 考 え は 。町 長

農 地 の 取 得 や 農 畜

産 物 の 販 売 も あ る の で 、農 協 な ど と も 連 携 し 対応 し て い き た い 。　
さ ら に 、 新 規 就 農 者

等 支 援 条 例 に つ い て も

平 成

2 7年 に 制 定 さ れ た

の で 、 見 直 し を 検 討 して い く 。
問 農 業 ・ 商 工 業 の 就 労

者 に 対 す る 支 援 制 度 の周 知 の 考 え は 。町 長

町 の ホ ー ム ペ ー ジ

も 古 く 、 今 後 は 、 周 知方 法 も 時 代 に 沿 っ た 方法 で 見 直 し を 考 え て いく 。
問 事 務 処 理 ミ ス を 少 な

く す る た め 、 事 務 事 業の ス ク ラ ッ プ （ 効 果 の低 い も の を 廃 止 ） を 積極 的 に 進 め て い く 考 えは 。

町 長

何 年 も 前 か ら 行 っ

て い る 事 務 を や め る には 、 町 民 を 含 め た 議 論が 必 要 と 考 え て い る 。
問 組 織 改 編 を 考 え る 中

で 、 税 の 関 係 部 署 は 特に 重 要 で あ り 、 人 員 削減 を す る こ と な く 適 正な 配 置 を す る 考 え は 。町 長

税 務 部 署 は 、 信 用

信 頼 を 低 下 さ て は な らな い た め 、 重 々 勘 案 し改 革 の 方 向 に 結 び つ けて い く 。

問 自 治 体 Ｄ Ｘ （ デ ジ タ
ル ・ ト ラ ン ス フ ォ ー メー シ ョ ン ） は 、 い つ ごろ か ら 実 施 す る の か 。町 長

Ｄ Ｘ と は 、 Ⅰ Ｃ Ｔ

（ 情 報 通 信 技 術 を 活 用し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン ） の 浸 透 が 人 々 の 生活 を あ ら ゆ る 面 で よ り良 い 方 向 に 変 化 さ せ るこ と 」 と 言 わ れ て い る 。　
本 町 の 取 組 事 項 は 、

「 行 政 手 続 き の オ ン ライ ン 化 」  「 税 情 報 シ ステ ム の 全 国 標 準 化 ・ 共通 化 」 で あ り 令 和 ７ 年度 末 か ら 実 施 す る 。　
そ の 他  「 自 治 体 Ａ Ⅰ  ・

Ｒ Ｐ Ａ （ 簡 易 作 業 の 自動 化 ）  の 利 用 促 進 」  「 テレ ワ ー ク 推 進 」 に よ る事 務 作 業 の 効 率 化 が 期待 で き る 。

　
そ の 他 重 点 取 組 事 項

以 外 で は 、 母 子 手 帳 アプ リ 、 保 育 園 シ ス テ ム 、自 治 体 ラ イ ン シ ス テ ムを す で に 導 入 し て い る 。
問 高 齢 者 に も 利 用 で き

る パ ソ コ ン を 庁 舎 内 に設 置 す る 考 え は 。町 長

す で に Ｎ Ｐ Ｏ 法 人

と 公 民 館 で の ス マ ホ 教室 な ど 高 齢 者 に 向 け て開 催 し て い る が 、 今 後情 報 格 差 を な く す よ う対 策 を 行 っ て い く 。

行 政 改 革 大 綱 と よ く わ か る ま ち の 仕 事
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